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研 究 内 容：徳島大学病院脳卒中センターに搬送され
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taneous Endoscopic lumbar Discectomy）は一般的に腰
椎椎間板ヘルニアに用いられます。PEDは８mmの皮
切のみの局所麻酔下の低侵襲手術で，手術野もカメラで
直接観察可能です。局所麻酔下で低侵襲に施行可能であ
る点，また，感染巣をカメラで直接観察可能な点から，
PEDは全身状態不良の化膿性脊椎炎患者には最適な手
術方法であると考えられましたが，日本国内では PED
を化膿性脊椎炎に使用した報告はほとんどありませんで
した。われわれは PEDを免疫低下状態にあった化膿性
脊椎炎患者５例に応用し，術後の臨床成績を検討し，今
回発表させていただきました。
今回経験させて頂きました５症例では，悪性腫瘍，糖
尿病，肝硬変，慢性腎不全などの基礎疾患が認められ，
全例に腸腰筋膿瘍の合併が認められました PED法を用
いて手術，術後も適切な抗生剤治療による加療継続を行
いました。術後経過は全例良好で，合併症や追加手術の
必要性はありませんでした。
今回経験させていただきましたように，PEDは直接
感染椎間板をデブリードメント可能な点，直接感染巣を
洗浄可能な点，特にカメラで感染巣を直接観察可能な点
で，他の低侵襲手術よりも優れていると考えられました。
更に，低侵襲であることから，全身状態の悪い患者に対
して有用であると考えられました。PEDが施行可能な
施設・医師は限られますが，今後 PEDが化膿性脊椎炎
の標準治療の一部として日本内で一般的になれば，化膿
脊椎炎の治療は飛躍的に進歩する可能性があると考えら
れました。
今回の症例を経験し，整形外科だけでなく，他科でも
遭遇するような疾患において，治療の新たな一手として
の可能性を探り，良好な結果が得られました。より良い
治療のために他疾患の技術を応用するなど，既成概念だ
けにとらわれない精神，姿勢を養うことができました。
この経験を糧に，今後の診療に活かして，患者様と向き
合い，真摯な態度で精進を重ねていきます。
また，今回は英語でポスター作成，発表させて頂き，
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貴重な経験を積ませて頂きました。普段から術前カン
ファレンスを英語で行っています当院の運動機能外科学
教室だからこそ可能なことであり，今後の国際学会等の
参加・発表に向けて非常に有益な経験となりました。
最後になりましたが，初期研修中にこのような貴重な
機会を戴き，また，御忙しい中非常に綿密な御指導賜り
ました，徳島大学運動機能外科学の西良浩一教授，東野
恒作先生，酒井紀典先生，高田洋一郎先生，山下一太先
生，阿部光伸先生ならびに林二三男先生，森本雅俊先生
をはじめとする医局員の先生方，スタッフの皆様方，関
連病院である鳴門病院の邊見達彦先生，寺井智也先生に
この場をお借りして深く御礼申し上げます。
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